
　
三
遊
亭
小
遊
三
、
本
名
天
野

幸
夫
は
、
昭
和
二
十
二
年
三
月

二
日
、
鳥
沢
出
身
の
父
　
犬
目

（
上
野
原
市
）
出
身
の
母
の
二

男
と
し
て
、
横
浜
市
に
生
ま
れ

た
。
横
浜
は
、
父
親
の
仕
事
の

関
係
で
戦
前
か
ら
住
ん
で
い
た
。

三
才
の
時
、
川
崎
市
に
移
住
。

南
阿
原
小
学
校
に
入
学
。
一
学

期
を
終
え
た
夏
休
み
に
、
父
の

定
年
退
職
を
期
に
鳥
沢
小
へ
転

入
し
た
。

 

従
っ
て
三
・
四
才
頃
の
横
浜

で
の
記
憶
は
な
く
、
ま
た
　
川

崎
で
の
想
い
出
は
、
南
部
線
沿

い
の
ド
ブ
川
で
ザ
リ
蟹
獲
り
を

し
た
記
憶
が
か
す
か
に
あ
る
。

現
在
の
人
格
形
成
は
、
全
て
大

月
で
育
く
ま
れ
た
も
の
で
、
先

祖
代
々
生
粋
の
郡
内
人
で
あ
る

と
自
覚
し
て
い
る
。

 

ま
た
、
砂
利
の
道
、
甲
州
街

道
沿
い
の
我
が
家
（
現
在
姉
と

猫
が
住
ん
で
い
る
）
は
夏
の
朝

の
涼
し
さ
が
何
と
も
言
え
ず
、

心
地
良
さ
を
覚
え
て
い
る
。
小

学
校
時
代
は
、
転
校
生
と
し
て

級
友
と
の
摩
擦
も
、
当
時
の
通

信
簿
に
よ
る
と
、
多
少
あ
っ
た

よ
う
だ
が
余
り
覚
え
て
い
な
い
。

　
昭
和
三
十
年
代
前
半
は
、
テ

レ
ビ
の
普
及
の
な
い
ラ
ジ
オ
時

代
で
、
地
域
社
会
と
言
え
、
子

供
の
社
会
だ
が
、
昭
和
十
五
年

生
ま
れ
の
中
学
三
年
生
を
頂
点

に
、
下
は
小
学
校
三
年
生
ま
で

が
、
お
祭
り
・
ド
ン
ド
ン
焼
き

等
、
町
の
行
事
は
、
ビ
シ
ッ
と

統
制
が
と
れ
て
い
た
。
反
抗
は

許
さ
れ
ず
、
逆
ら
っ
た
ら
神
輿

に
触
ら
せ
て
も
く
れ
ず
、
菓
子

や
梨
も
貰
え
ず
、
近
所
の
お
兄

さ
ん
達
に
鍛
え
ら
れ
た
。
そ
の

お
陰
で
五
年
生
頃
に
は
学
校
で

も
リ
ダ
ー
シ
ッ
プ
が
と
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
と
自
負
し
て
い
る

次
第
。

　
そ
う
言
え
ば
、
毎
日
曜
日
の

早
朝
、
子
供
会
で
お
宮
の
清
掃

を
し
て
い
た
。
冬
は
辛
か
っ
た

と
思
う
が
未
だ
に
「
勤
労
奉

仕
」
の
精
神
が
残
っ
て
い
た
。

「
勤
労
奉
仕
」
な
ん
て
、
今
は

死
語
だ
ろ
う
し
、
何
と
な
く
軍

国
主
義
を
連
想
さ
せ
る
の
で
、

わ
ざ
と
使
わ
な
い
様
に
し
て
い

た
の
か
！
現
代
の
子
供
に
は
必

要
な
事
だ
と
思
う
の
だ
が
…
。

　
も
う
一
つ
甘
酸
ぱ
い
想
い
出

は
「
お
ご
り
っ
こ
」
、
近
所
の

六
年
生
の
お
姉
さ
ん
の
家
に
、

お
米
一
合
と
十
円
持
っ
て
集
ま

る
。
そ
こ
の
お
母
さ
ん
が
ご
飯

を
炊
い
て
く
れ
て
、
集
め
た
お

金
で
、
マ
グ
ロ
の
缶
詰
や
、
シ

ャ
ケ
缶
を
買
っ
て
、
食
事
会
、

そ
の
後
「
ト
ラ
ン
プ
」
と
か

「
尻
取
り
」
と
か
、
女
の
子
主

体
の
ゲ
ー
ム
を
し
て
、
お
開
き
、

女
の
子
は
す
っ
か
り
お
母
さ
ん

気
分
で
、
一
寸
大
人
の
お
マ
マ

ゴ
ト
で
、
多
少
照
れ
臭
か
っ
た

け
ど
、
男
同
士
の
遊
び
と
違
っ

て
「
恵
も
言
わ
れ
ず
」
楽
し
か

っ
た
。
そ
ん
な
子
供
社
会
が
ち

ゃ
ん
と
あ
っ
た
の
は
、
三
十
三

年
位
ま
で
で
、
戦
後
の
ベ
ビ
ー

ブ
ー
ム
で
生
徒
数
が
急
増
し
て
、

私
の
一
学
年
下
か
ら
は
、
塾
通

い
や
、
中
学
の
部
活
も
盛
ん
に

な
り
、
家
庭
で
は
テ
レ
ビ
が
ボ

ツ
ボ
ツ
普
及
し
始
め
、
大
人
は

高
度
成
長
に
向
け
忙
し
く
な
り
、

鳥
沢
の
子
供
も
幾
ら
か
変
わ
っ

て
い
っ
た
。

　
そ
の
当
時
夜
、
ラ
ジ
オ
を
つ

け
る
と
何
処
の
放
送
局
で
も
、

落
語
、
漫
才
、
浪
曲
、
講
談
と
、

演
芸
番
組
が
流
れ
て
い
た
。
偶

然
同
級
生
に
落
語
が
出
来
る
子

が
い
て
、
彼
に
落
語
を
教
え
て

も
ら
い
、
面
白
半
分
に
「
饅
頭

恐
い
」
な
ん
か
を
や
っ
て
い
た
。

　
小
学
校
卒
業
の
謝
恩
会
で
先

生
か
ら
「
今
日
は
大
人
が
い
る

か
ら
お
前
一
席
や
っ
て
見
ろ
」

と
言
わ
れ
、
「
道
具
屋
」
を
一

席
や
っ
て
、
結
構
誉
め
ら
れ
た

の
を
覚
え
て
い
る
。
本
当
な
ら

教
え
て
く
れ
た
友
達
が
や
る
と

こ
ろ
だ
が
、
そ
の
友
達
は
卒
業

間
際
に
転
校
し
た
の
で
オ
ハ
チ

が
廻
っ
て
来
た
だ
け
の
話
で
、

こ
れ
が
将
来
落
語
家
に
な
る
き

っ
か
け
に
な
っ
た
ん
だ
か
ら
ツ

キ
も
あ
っ
た
こ
と
は
確
か
。
卒

業
謝
恩
会
で
の
一
席
が
な
か
っ

た
な
ら
落
語
と
の
付
合
い
も
そ

れ
っ
き
り
に
な
っ
て
い
た
か
も

知
れ
な
い
。

　
鳥
沢
小
学
校
の
先
生
に
感
謝

感
謝
。
三
十
四
年
四
月
、
富
浜

中
学
校
に
入
学
、
姉
や
、
兄
、

近
所
の
先
輩
の
影
響
で
、
卓
球

部
に
入
部
。
当
時
日
本
チ
ャ
ン

ピ
オ
ン
イ
コ
ー
ル
世
界
チ
ャ
ン

ピ
オ
ン
で
正
に
卓
球
王
国
ジ
ャ

パ
ン
の
時
代
、
結
果
的
に
は
中

学
・
高
校
そ
し
て
大
学
二
年

（
二
十
才
）
卓
球
一
色
。
わ
き

目
も
振
ら
ず
卓
球
に
明
け
暮
れ

た
。
富
浜
中
時
代
は
先
輩
の
指

導
宜
し
く
国
体
個
人
共
県
で
準

優
勝
、
高
校
時
代
は
さ
ほ
ど
伸

び
ず
、
や
っ
と
国
体
の
県
代
表

で
関
東
大
会
へ
出
場
程
度
。
大

学
、
実
業
団
で
や
る
に
は
ギ
リ

ギ
リ
の
成
績
。
家
庭
の
事
情
も

あ
り
卓
球
は
諦
め
て
の
進
学
。

卓
球
部
の
合
宿
所
に
入
ら
な
い

鳥
沢
か
ら
自
宅
通
学
の
補
欠
部

員
、
そ
れ
で
も
二
年
生
ま
で
は

卓
球
に
打
ち
こ
み
、
昭
和
四
十

一
年
度
山
梨
県
選
手
権
と
野
口

杯
の
両
タ
イ
ト
ル
を
獲
た
。
も

う
卓
球
に
悔
い
な
し
と
思
っ
て

い
た
矢
先
、
学
園
紛
争
が
起
り

大
騒
動
。
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
か
ぶ

っ
た
学
生
が
角
材
、
鉄
パ
イ
プ

で
も
み
合
う
、
学
校
は
バ
リ
ケ

ー
ド
で
封
鎖
さ
れ
る
。
授
業
は

勿
論
練
習
も
中
止
。
そ
ん
な
時

新
宿
で
ふ
と
出
会
っ
た
の
が
寄

席
。
十
年
振
り
落
語
と
の
再
会

で
あ
る
。
そ
ろ
そ
ろ
自
分
の
将

来
を
と
考
え
て
い
た
時
期
で
も

あ
り
そ
れ
か
ら
の
二
年
間
は
落

語
に
没
頭
し
て
行
っ
た
。
若
さ

も
あ
り
一
目
散
に
落
語
家
へ
の

道
を
走
り
出
し
て
し
ま
っ
た
。

　
家
族
に
は
極
秘
の
行
動
だ
け

に
当
時
の
都
留
高
の
仲
間
に
随

分
助
け
て
も
ら
っ
た
。
二
十
一

才
に
な
る
時
、
家
族
の
前
に
い

た
た
ま
れ
ず
、
友
達
の
ア
パ
ー

ト
に
逃
げ
込
み
、
現
在
鳥
沢
に

い
る
姉
に
師
匠
に
頭
を
下
げ
て

も
ら
い
入
門
。
堅
実
な
家
庭
か

ら
落
語
家
が
出
て
し
ま
っ
た
次

第
。
鳥
沢
は
遠
く
か
ら
思
う
故

郷
で
な
く
、
今
の
私
の
家
で
あ

る
。
　
以
上
は
、
師
匠
の
懐
旧
談
の

寄
稿
で
す
。
師
匠
は
こ
の
道
四

十
年
、
昭
和
四
十
三
年
明
治
大

学
経
営
学
科
在
学
中
に
三
代
目

遊
三
に
入
門
、
翌
四
十
三
年
四

月
、
卒
業
と
同
時
に
前
座
　
三

遊
亭
遊
吉
、
四
十
八
年
三
遊
亭

小
遊
三
と
な
り
、
二
つ
目
昇
進
、

五
十
五
年
十
二
月
、
『
藝
協
五

人
衆
』
に
参
加
　
芸
術
祭
優
秀

賞
受
賞
、
五
十
八
年
三
月
　
小

遊
三
の
ま
ま
真
打
ち
昇
進
、
平

成
十
三
年
『
小
遊
三
特
選
三

夜
』
に
よ
り
芸
術
祭
優
秀
賞
受

賞
。
平
成
十
六
年
二
月
、
落
語
藝
術

協
会
副
会
長
に
就
任
、
現
在

『
笑
点
』
に
レ
ギ
ュ
ラ
ー
出
演
。

多
趣
味
で
、
ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
、

卓
球
ヘ
ッ
ド
コ
ー
チ
を
勤
め
、

高
校
時
代
卓
球
部
キ
ャ
ッ
プ
テ

ン
を
勤
め
て
い
た
こ
と
で
東
京

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
聖
火
ラ
ン
ナ
ー

に
抜
擢
さ
れ
た
。

　
平
成
元
年
、
映
画
『
２
２

６
』
で
、
三
浦
作
次
上
等
兵
役

で
出
演
。
平
成
三
年
、
ア
ニ
メ

『
ら
く
ご
ア
ニ
メ
・
滝
田
ゆ
う

落
語
劇
場
』
声
優
。
平
成
十
八

年
ア
ニ
メ
『
落
語
天
女
お
ゆ

い
』
声
優
、
本
人
役
。
劇
中
落

語
披
露
。

　
ま
た
、
山
梨
県
よ
り
「
富
士

の
国
や
ま
な
し
観
光
大
使
」
委

嘱
。
根
っ
か
ら
の
大
月
人
と
し

て
活
躍
し
て
い
る
。
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